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【神による選びという神秘】  
9:14 では、どういうことになるのか。神に不義が
あるのか。決してそうではない。 
9:15 神はモーセに、「わたしは自分が憐れもうと
思う者を憐れみ、慈しもうと思う者を慈しむ」と 
言っておられます。 
9:16 従って、これは、人の意志や努力ではなく、
神の憐れみによるものです。 
9:17 聖書にはファラオについて、「わたしがあな
たを立てたのは、あなたによってわたしの力を現
し、わたしの名を全世界に告げ知らせるためであ
る」と書いてあります。 
9:18 このように、神は御自分が憐れみたいと思
う者を憐れみ、かたくなにしたいと思う者を 
かたくなにされるのです。 
9:19 ところで、あなたは言うでしょう。「ではな
ぜ、神はなおも人を責められるのだろうか。 
だれが神の御心に逆らうことができようか」と。 
9:20 人よ、神に口答えするとは、あなたは何者か。
造られた物が造った者に、「どうしてわたしをこ
のように造ったのか」と言えるでしょうか。 
9:21 焼き物師は同じ粘土から、一つを貴いこと
に用いる器に、一つを貴くないことに用いる器に
造る権限があるのではないか。 
9:22 神はその怒りを示し、その力を知らせよう
としておられたが、怒りの器として滅びることに
なっていた者たちを寛大な心で耐え忍ばれたとす
れば、 
9:23 それも、憐れみの器として栄光を与えよう
と準備しておられた者たちに、御自分の豊かな栄
光をお示しになるためであったとすれば、どうで
しょう。 
9:24 神はわたしたちを憐れみの器として、ユダ
ヤ人からだけでなく、異邦人の中からも召し出し
てくださいました。 

9:25 ホセアの書にも、次のように述べられてい
ます。「わたしは、自分の民でない者をわたしの民
と呼び、愛されなかった者を愛された者と呼ぶ。 
9:26 『あなたたちは、わたしの民ではない』と言
われたその場所で、彼らは生ける神の子らと呼ば
れる。」 
9:27 また、イザヤはイスラエルについて、叫んで
います。「たとえイスラエルの子らの数が海辺の
砂のようであっても、残りの者が救われる。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
1）神の自由な裁量 
＊人の意志や努力ではなく、神の憐れみによるも
のです。 
と書かれていますが、神はそのご計画に基づいて
いろいろな人たちを神の栄光のために、神の素晴
らしさや愛を表すためにお用いになります。 
エジプトの王でさえ、神の計画に沿って用いられ
たのだとパウロは語ります。 
 
2）人は神に逆らうことはできない 
それでは、神に逆らえない人間が裁かれるのは理
不尽ではないかという声を出す人たちがいるわけ
ですが、パウロはそれを無視せずこう書きました。 
＊造られた物が造った者に、「どうしてわたしを
このように造ったのか」と言えるでしょうか。 
焼き物師は同じ粘土から、一つを貴いことに用い
る器に、一つを貴くないことに用いる器に造る権
限があるのではないか。（9：20ー21） 
神様の自由な行動は人間によって制約を受けるも
のではなく、長期的なビジョン、短期的なビジョ
ンに基づいて執行されているのだというのです。 
人は神様が考えられた場所で「咲くように」「実を
結ぶように」それぞれのところに置かれています。 
まずは、今ある場所を神様のご計画によって置か
れた場所としてうなづけると良いですね。 
よくよく考えれば、あなたの成功も失敗も 
「誰かのためのモデルになっている可能性があり、
あなたの存在そのものが 



そこにいるだけで有益なもの」なのです。 
 
3）神の栄光のための様々な選択 
9:22 神はその怒りを示し、その力を知らせよう
としておられたが、怒りの器として滅びることに
なっていた者たちを寛大な心で耐え忍ばれたとす
れば、 
9:23 それも、憐れみの器として栄光を与えよう
と準備しておられた者たちに、御自分の豊かな栄
光をお示しになるためであったとすれば、どうで
しょう。 
9:24 神はわたしたちを憐れみの器として、ユダ
ヤ人からだけでなく、異邦人の中からも召し出し
てくださいました。 
9:25 ホセアの書にも、次のように述べられてい
ます。「わたしは、自分の民でない者をわたしの民
と呼び、愛されなかった者を愛された者と呼ぶ。 
＊＊ 
神は寛大な心で「滅びて当然と思われていた人た
ち（異邦人）に赦しと祝福を与え、」祝福を受けた
人たちによって、前もって祝福を与えようとして
いた人たち（ユダヤ人）にさらなる祝福をもたら
そうとしていたとしたら、なぜ、私たちを祝福し
ないで、異邦人を祝福するのだという文句は 
言えないはずだというのです。 
つまり、人間に対する神様の計画とその憐れみ深
さは、計り知れないものなのです。 
私たちにわかるのは、今、ここ、今日の出来事です
が、神様は個人の人生の初めから終わりまでのみ
ならず、すべての人間の始まりから終わりまで、 
全人類の歴史のすべてを見据えて計画をもってお
られます。 
 
たまたま今の時点では理不尽なことのように思え
ても、それを通して後に祝福が自分たちの所に回
ってくるとしたら、私たちは軽々しく文句を言う
ことはできません。 

人間は、どうしても、神の計画の全容はわかりま
せんので、まず自分のところに祝福が回ってこな
いと、文句を言いたくなるのですが、神様の自由
の裁量、長期的展望を信頼して、誰のところに祝
福が届いても、それを喜ぶ心を持てたら素晴らし
いと思います。 
私は牧師の家庭の子供として育ったことを喜べな
い時代がありました。 
日曜日にはクラブ活動にも参加できなかったし、
貧しかったし、引っ越しも多かったし。 
アーメン屋などというあだ名をつけられたりしま
したし・・・。 
でも、今思うと、そこでの経験があったからこそ、
教会のさまざまな出来事についてあまり慌てるこ
となく、たんたんと時代を見ていられるようにな
ったのだなと思います。 
神様は確かに、その時々に必要は満たしてくださ
いましたし・・・。 
でも、当初、「うれしくない」と感じていたことが
あったのは本当でした。 
 
当時、ユダヤ人がパウロに対して感じていたクレ
ームは「なぜ、パウロはユダヤ人なのに、異邦人の
ところに福音を届けるのか」 
「神は私たち、ユダヤ人をこそ祝福してくださる
のではないのか、何もその祝福を異邦人に分けて
やることはないではないか」 
というものでした。 
パウロは、神はその自由な心でご自身の祝福をも
たらす計画を実行しておられる。 
その力と計画はエジプトの王ファラオさえ用いて
実行に移すことができるほどのものだ。 
神は本来、怒りと裁きを受けるべき人たちを祝福
し、それらの人たちの祝福を通して心から神を信
頼するユダヤ人に対しても当然祝福を用意してお
られるのだと語るのです。 
その祝福は霊的祝福から始まります。 



それについて心が塞がっていると理解できないの
です。 
なぜ、今こういうことが起こっているのか、ある
いは、逆に、なぜ今、こういうことが起こっていな
いのか、と私たちは神様に質問したくなることが
あります。 
そしてそれなりの説明がないと納得できないよう
な気持ちになります。 
パウロは、神への信頼を確実なものとして、その
ご計画を信用しなさいと勧めるのです。 
一つには、神のことばを「神からの厳粛な言葉」と
して、今その内容や意味が十分にわからなくても、
「受け止める」姿勢が必要です。 
そして、「神のみこころが天に行われるように、地
でも行われますように」と祈り続けることが必要
です。 
そして、やがて、私たちのところに祝福が届けら
れることを信じ、同時に、今、与えられている祝福
を数えてみる姿勢を保持しながら生きることが求
められています。 
＋＋＋ 
 
今週、あなたにではなく、他の人のところから「神
の祝福がありました」という報告を何か受けまし
たか？ 
その時、一緒に喜ぶことができましたか？ 
 
わたしばかりが損をしている、私ばかりが不幸な
目に遭っていると感じたことはありませんか？ 
神はあなたを見捨てることはありませんし、見放
すこともありませんので、祝福がきっと順番に回
ってくることを期待できると良いですね。 
待つことは大変難しいことですけれど・・・・。 
 
家族や、友人の心に神の祝福、神からの喜びが届
きますようにと祈ってください。 
それは自らの心を整える大事なエクササイズにな
ります。 

 
＋＋＋＋＋＋ 
MACF礼拝映像はこちらです。 
 https://youtu.be/2cVTvEieXp8 


